
組
み
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
農

業
者
と
も
連
携
し
て
農
業
研
修
生

や
新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
を

行
い
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

良
質
な
飼
料
を
確
保
し
、
経
営
発

展
を
図
る
た
め
の
道
営
草
地
畜
産

基
盤
整
備
事
業
や
、
農
道
の
機
能

保
全
や
交
通
安
全
対
策
を
講
じ
る

た
め
の
農
道
整
備
事
業
、
耕
作
条

件
の
改
善
や
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
の
排
水
路
整
備
事
業
な
ど
を

行
い
、
農
業
生
産
基
盤
と
生
活
環

境
の
整
備
を
総
合
的
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
取
り
組
み
を

開
始
し
た
醸
造
用
ぶ
ど
う
栽
培
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
醸

造
用
ぶ
ど
う
栽
培
推
進
員
と
し
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
を
採
用

し
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
栽
培
圃
場

を
拡
大
し
な
が
ら
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

建
設
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
資
源

の
有
効
活
用
は
も
と
よ
り
、
二
酸

化
炭
素
吸
収
に
よ
る
地
球
温
暖
化

防
止
や
治
山
・
治
水
機
能
等
、
森

林
の
有
す
る
多
面
的
・
公
益
的
な

機
能
が
持
続
的
に
十
分
発
揮
さ
れ

る
よ
う
、
民
有
林
や
町
有
林
の
適

正
か
つ
計
画
的
な
整
備
・
管
理
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
町
有
林
に

る
と
と
も
に
、
家
族
で
楽
し
み
な

が
ら
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
防
災
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
平
時
か
ら

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
に
対

す
る
町
民
意
識
の
醸
成
や
関
係
機

関
の
相
互
連
携
の
強
化
を
図
り
ま

す
。令

和
７
年
度
は
、
新
た
に
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
災
害
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
災

害
発
生
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
多

重
化
お
よ
び
機
能
性
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
を
教
訓

に
、
厳
冬
期
対
策
、
感
染
症
対
策
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
ト
イ
レ

対
策
等
の
避
難
所
の
生
活
環
境
の

改
善
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
災
害

時
備
蓄
計
画
を
見
直
し
な
が
ら
、

今
後
も
資
器
材
等
の
行
政
備
蓄
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

河
川
お
よ
び
排
水
路
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
劣

化
・
損
傷
な
ど
は
計
画
的
に
修
繕

を
実
施
し
て
適
切
な
維
持
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
昨
今
の
局
地
的

豪
雨
に
よ
る
滞
水
被
害
対
策
と
し

て
、
雨
水
ポ
ン
プ
な
ど
を
維
持
整

備
し
て
排
水
機
能
を
保
持
し
、
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

２
．�

八
雲
の
豊
か
な
資
源

を
活
用
し
た
産
業
振

興

⑴
農
林
業
の
振
興

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農

家
戸
数
の
減
少
や
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
に
加
え
、
不
安
定
な
国
際

情
勢
や
長
引
く
円
安
を
背
景
と
し

た
肥
料
・
飼
料
等
の
生
産
資
材
価

格
の
高
騰
や
、
近
年
の
猛
暑
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
先
行
き
が
不
透

明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
農

業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

「
酪
農
経
営
安
定
緊
急
対
策
事

業
」
や
「
水
稲
も
ち
米
価
格
安
定

緊
急
対
策
事
業
」
な
ど
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
持
続
的
発

展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
生
産
者
、

関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
連
携
の

も
と
、
国
や
北
海
道
の
補
助
制
度

も
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

経
営
体
ご
と
の
生
産
拡
大
と
所
得

の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
農
業
の
担
い
手
の
確
保
・

育
成
対
策
は
、「
株
式
会
社 

青

年
舎 

大
関
牧
場
」
を
核
と
し
て
、

長
期
・
短
期
研
修
生
を
受
け
入
れ

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
で
組
織

す
る
「
八
雲
町
農
業
担
い
手
育
成

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
た
取
り

お
い
て
適
切
な
森
林
管
理
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
と
し
て
国
が
認
証
す
る

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
有
効
活
用

を
図
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
貢
献
す
る
森
林
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
八
雲
町
林
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
森
林
環
境

譲
与
税
活
用
に
よ
る
未
整
備
森
林

対
策
、
公
共
建
築
物
等
へ
の
地
域

材
利
用
の
拡
大
、
森
林
・
林
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
木
育
活
動
、
林

業
経
営
管
理
の
効
率
化
や
安
全
性

向
上
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道

立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
と
連

携
し
た
担
い
手
対
策
や
生
産
基
盤

と
し
て
の
路
網
整
備
等
を
行
い
、

川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
り
組
み

を
総
合
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

⑵
水
産
業
の
振
興

八
雲
町
の
主
力
で
あ
る
ホ
タ
テ

養
殖
漁
業
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

海
洋
放
出
に
よ
る
風
評
被
害
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
価
格
低
下
や
中

国
の
日
本
産
海
産
物
輸
入
禁
止
措

置
に
よ
る
大
量
在
庫
の
発
生
な
ど
、

一
時
は
大
変
深
刻
な
状
況
で
あ
り

ま
し
た
が
、
在
庫
解
消
に
向
け
た

対
応
や
ア
メ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
へ
の
輸
出
拡
大
の
ほ
か
、
東

電
に
よ
る
損
害
賠
償
の
対
応
も
円

滑
に
行
わ
れ
、
最
近
で
は
中
国
の

輸
入
禁
止
措
置
も
解
決
の
兆
し
が

み
ら
れ
る
な
ど
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

生
産
流
通
は
安
定
し
た
状
況
で
推

移
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
、

海
水
温
の
上
昇
が
一
定
期
間
継
続

す
る
海
洋
熱
波
の
発
生
な
ど
、
海

の
温
暖
化
は
海
洋
生
態
系
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
稚
貝

の
へ
い
死
や
生
育
不
良
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
全
道
的
な
採
苗
不
振
に
見
舞
わ

れ
、
今
後
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
産
量

も
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
影
響
は
極
め
て
深
刻

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
雲
地
域
の

み
な
ら
ず
、
噴
火
湾
全
域
で
の
喫

緊
の
課
題
と
し
て
、
関
係
自
治
体

を
は
じ
め
各
漁
業
協
同
組
合
と
連

携
し
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
安
定
生
産

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
温
暖
化
の
影
響
は
秋

サ
ケ
の
来
遊
に
も
影
響
し
て
お
り
、

昨
年
の
全
道
の
来
遊
数
は
前
年
比

22
％
減
、
過
去
３
番
目
の
低
水
準

と
な
り
、
根
室
地
域
以
外
の
す
べ

て
の
地
域
で
前
年
に
比
べ
水
揚
げ

が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

八
雲
町
全
体
の
秋
サ
ケ
の
水
揚

量
は
、
前
年
比
35
％
減
の
29
ト
ン

と
い
っ
た
状
況
で
あ
り
、
こ
の
傾

向
は
２
０
２
７
年
頃
ま
で
続
く
と

の
分
析
も
あ
る
中
で
、
秋
サ
ケ
定

置
網
漁
業
に
つ
い
て
も
大
き
な
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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